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活習慣問題
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Table 2. Question items
















































































































































Table 6. Implementation rate of washing hands and gargling in LDC
Figure 1. Implementation rate of unidentified complaints in LDC
― 76 ―
名古屋学院大学論集
保健会，2008）。関連の症状を見ても「時々」
以上の割合が50％に達することは皆無である。
これと比べると，後発開発途上国の子ども達の
不定愁訴発現がいかに多いかがわかる。これま
でに示してきた，食事，衛生等に加えて，国自
体の状況が子ども達のこのような状況を生んで
いると推察される。当然であるが，結果的に学
校を休む割合も驚くほどに高い。この意味で
も，子ども達の不定愁訴発現を減少させること
は，これらの国々にとって重要かつ喫緊の問題
であると思われる。
Ⅳ．まとめ
　本研究は，東南アジアの後発開発途上国の子
ども達を対象とした生活習慣調査の結果を用い
て，現地の子ども達が抱える生活習慣問題を検
討することを目的とした。対象はミャンマー
およびネパールの小学校に通う児童2527名で
あった。睡眠を中心とした生活時間は良好で
あったが，食事摂取には，多くの問題が見られ
た。特に，食量が足りないと感じている子ども
達がネパールでは多く見られた。また，規則正
しい三食摂取にも問題が見られた。衛生習慣で
は，手洗い習慣は良好であったが，歯磨き習慣
には問題が見られた。最も問題が大きかったの
は不定愁訴発現であった。後発開発途上国で
は，我が国に比べて驚くほどに多くの子ども達
が不定愁訴を発現していた。食習慣，衛生習慣
のさらなる改善をきっかけとして，子ども達の
不定愁訴発現を減少させる必要がある。結果的
に学校を休む割合も減少し，教育の充実につな
がることが期待される。
　最後になったが，このような決して恵まれて
いるとは言えない子ども達の問題に目を向け解
決していくことは，故村瀬教授が日本児童育成
園への寄付活動に込めた意志を継いでいけるも
のと信じている。
（本研究では2010年度の名古屋学院大学総合研
究所研究奨励金の助成および，2009－2010年度
の文部科学省国際協力イニシアティブ教育協力
拠点形成事業「学校保健分野における国際協力
モデルの構築と自立支援（代表：大妻女子大
学　大澤清二）事業の助成により得られたデー
タを用いた。）
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